
と
し
て
史
一
記
よ
り
も
整
頓
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
だ
け
ξ

奥
記
よ
り
も
小

説
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
と
一
一
添
え
よ
う
。
し
か
し
そ
の
謀
議
の
中
に
も
?
、
や
は
り
史
一
記

主
間
様
の
・
志
向
を
認
め
得
る
部
分
が
-
一
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
李

陵
伝
の
終
り
に
近
く
、
勾
奴
に
赴
い
た
漢
の
使
者
が
ー
今
は
旬
奴
の
一
口
践
と
な
っ

て
い
る
李
陵
に
閉
会
し
、
侃
刀
の
環
を
撫
で
て
帰
国
を
誠
一
す
る
あ
た
り
F

に
は
、
ま

さ
し
く
史
記
に
繋
が
る
血
の
濃
さ
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

司
馬
遼
や
班
闘
の
時
代
に
は
、
小
説
と
言
う
ジ
ャ
ン
ル
が
中
間
文
学
の
中
に
地

位
を
持
っ
て
い
た
と
は
思
え
な
い
。
漢
書
芸
文
志
に
著
録
さ
れ
た
小
説
家
の
書

は
、
班
自
の
白
、
在
に
よ
れ
ば
、
多
く
は
「
浅
薄
」
「
迂
誕
」
の
も
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
著
者
が
果
し
て
「
小
説
家
」
と
し
て
の
自
覚
や
主
張
を
持
っ
て
い
た
か
ど
う

か
は
、
甚
だ
疑
わ
し
い
。
言
わ
ば
こ
の
時
代
は
、
中
間
小
説
史
が
そ
の
形
を
整
え

る
蔵
前
の
混
沌
の
時
期
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
中
か
ら
、
小
説
を
書
こ
う

と
す
る
、
ま
た
は
そ
れ
を
読
も
う
と
す
る
原
初
的
な
欲
求
が
、
司
馬
遼
と
一
一
一
一
向
う
天

才
の
力
に
よ
っ
て
一
た
び
結
実
し
、
充
足
さ
れ
た
の
で
あ
る
Q

そ
し
て
彼
の
筆
法

に
意
識
的
な
修
.
正
を
加
え
た
漢
書
に
あ
っ
て
も
、
閉
じ
欲
求
は
な
お
指
し
去
り
が

た
い
も
の
と
し
て
痕
跡
を
残
し
た
。
中
国
小
説
史
に
と
っ
て
の
先
史
時
代
に
お
け

る
号
品
ュ
マ

y
の
一
つ
を
、
こ
こ
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
ο

白

木

文

学

に

読

み

と

ら

れ

た

た
だ
し
以
上
の
よ
う
な
傾
向
は
、
の
後
に
続
く
正
史
の
中
で
は
、
次
第
に

が
薄
れ
て
ゆ
く
。
後
代
の
正
史
も
紀
伝
体
の
形
を
と
っ
て
お
り
、
そ
の
列
伝
の

中
に
は
や
は
り
興
味
あ
る
挿
話
を
挟
む
こ
と
が
伝
統
と
し
て
残
っ
て
は
い
る
け
れ

ど
も
、
そ
こ
に
捕
か
れ
た
人
物
の
姿
は
、
も
は
や
史
記
の
よ
う
な
生
き
た
人
間
と

し
て
で
は
な
く
、
も
っ
と
記
録
的
な
、
乾
燥
し
た
も
の
と
な
っ
て
来
る
。
そ
し
て

正
史
が
乾
燥
し
て
ゆ
く
の
と
並
行
し
て
、
六
弱
か
ら
唐
へ
と
、
物
語
の
文
学
が
次

第
に
形
者
整
え
始
め
た
。
し
か
も
六
朝
志
怪
の
視
と
一
一
一
向
わ
れ
る
捜
神
記
の
著
者

は
、
歴
史
家
の
子
宝
で
あ
る
。
こ
の
一
連
の
事
実
の
底
に
は
、
お
そ
ら
く
中
国
に

お
け
る
小
説
の
成
立
過
程
を
語
る
事
情
が
ひ
そ
ん
で
レ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
Q

し
か
し
そ
の
点
ま
で
考
え
る
の
は
、
こ
の
小
論
の
及
び
得
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
か

ら
、
今
は
た
だ
一
つ
し
て
指
摘
し
て
お
く
に
と
ど
め
る
。

(
附
記
)
史
記
を
文
学
の
立
場
か
ら
挑
め
た
も
の
と
し
て
は
、
武
問
泰
淳
氏
の
「
史
一
認
の

世
界
」
そ
の
組
、
幾
つ
か
の
論
文
が
発
表
さ
れ
て
い
る
Q

こ
の
小
論
は
そ
れ
ら
の
業
績
に

負
う
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
か
つ
て
京
都
大
学
に
お
い
て
古
川
中
平
次
郎
教
授
が
講
ぜ
ら
れ
た

か
ら
、
こ
と
に
多
く
の
示
唆
を
得
た
。
附
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
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あ
る
。

論
語
経
本
・

注
解
の
系
統
考
察
の
数
例

日

本

文

学

に

影

響

し

つ

い

て

は

、

築
で
述
べ
た
。
つ
ぎ
に
は
主
と
し
て
如
何
な
る
論
語
の
経
本
・
解
一
が
、
何
故

に

、

日

本

文

学

作

品

に

多

く

読

み

こ

い

る

か

を

、

研

究

す

る

必

新

秀

美

保

あ
る
。
そ
こ
で
、
日
本
文
学
作
品
に
引
説
活
用
さ
れ
た
論
議
関
係
の
資
料

を
、
論
語
の
本
文
や
注
解
に
、
比
較
考
察
し
て
み
る
と
、
そ
の
訓
読
や
用
字
や
解

釈
な
ど
の
諸
方
面
に
わ
た
っ
て
、
積
々
な
る
恩
ハ
向
を
残
し
て
い
る
ο

今
こ
れ
ら
の



諸
相
が
、
何
に
恭
一
き
、
如
何
な
る
理
由
に
よ
る
も
の
な
る
か
を
、
究
明
す
る
た
め

に
、
我
国
古
伝
の
築
解
本
(
正
和
本
・
元
応
本
・
嘉
藤
本
・
建
武
本
等

γ
義
疏

本
・
注
疏
本
・
朱
注
本
等
に
照
合
し
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
恭
づ
く
系
統
と
理
由
を
考

え
て
み
た
い
。

さ
て
、
日
本
文
学
作
品
に
引
説
さ
れ
た
論
語
文
の
系
統
考
察
に
つ
い
て
は
、
そ

の
数
が
非
常
に
多
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
中
最
も
著
明
と
恕
わ
れ
る
も
の
に
、
二
十

有
一
一
一
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
紙
関
の
都
合
に
よ
り
数
例
に
つ
い
て
究
明
す
る
。

で
ま
ず
、
世
阿
弥
十
六
部
集
一
・
花
鎮
の
条
に
、

ネ

デ

ヲ

一

ル

シ

キ

ア

ナ

え

ト

孔
子
一
五
、
温
ド
故

O
知
レ
新
、
可
z

以
為
下
部

O

と
あ
る
。

一
一
さ
て
、
論
詩
文
一
に
お
い
て
は
、
「
温
故
」
に
つ
い
て
、
一
一
関
委
の
「
タ
ヅ
ネ
テ
」

と
、
議
侃
の
「
ア
タ
タ
メ
テ
」
と
の
問
説
が
存
し
て
い
る
。

今
例
を
あ
げ
て
、
世
阿
弥
の
訓
設
の
源
流
系
統
を
考
え
て
み
よ
う
。

然
る
時
、
正
和
本
の
為
政
篇
に
は
、

夕
刊
ソ
ネ

7
ん

ギ

シ

キ

ア

子
臼
、
組
ν

故
前
知
ド
新
、
可
辛
口
以
為
戸
一
部
円
突
。

ー
と
あ
る
o

こ
れ
は
、
「
温
」
を
「
グ
ヅ
、
不
」
と
読
ん
で
い
る
が
故
に
、
何
一
委
の
「
拍
慨

は
「
尋
也
」
の
系
統
に
属
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
朱
桟
の
「
混
一
一
時
也
」
も
そ
れ
で

あ
る
。
し
か
し
て
、
「
グ
ヅ
ネ
テ
」
の
例
に
は
、
一
克
応
本
・
嘉
暦
本
・
建
武
本
'

宗
重
本
・
文
明
本
・
永
正
本
・
正
平
版
本
・
古
義
な
ど
が
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
「
プ
グ
グ
メ
テ
」
の
例
に
は
、

メ

デ

ル

ハ

ヲ

シ

テ

ル

子
臼
、
混
ν
故
市
知
v

新
。
可
z

以
為
官
邸
突
。

と
読
ん
で
い
る
の
が
、
根
本
氏
増
訂
義
疏
本
で
あ
り
、
逢
原
も
同
じ
で
あ
る
む
そ

の
注
に
、
「
按
鄭
法
、
視
如
=
熔
視
之
混
一
中
庸
章
何
従
一
一
鄭
氏
一
為
レ
優
。
」
と
あ

る
如
く
に
、
「
ア
グ
グ
メ
テ
」
の
訓
み
は
、
中
庸
鄭
玄
注
に
、
「
混
読
如
ザ
一
熔
温
之

混
一
謂
目
立
虫
干
之
熟
}
突
。
」
と
あ
り
、
ま
た
、
左
伝
均
一
時
援
の
賢
建
注
去
に
、
「
尋
温

也
、
猶
若
ν
相
側
一
明
故
食
-
h
u
J
?
と
解
く
も
の
、
及
び
こ
れ
ら
は
、
豊
侃
の
「
温
、

に
抱
一
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
こ
の
よ
う
に
、
「
ア
タ
ク
メ
テ
」

疑
考
・
一
貰
・
徴
・
互
弁
・
欄
外
書
・
知
一
一
一
一
同
・

時
代
の
解
釈
に
多
い
。

つ
ぎ
に
、
古
来
か
ら
の
異
説
を
あ
げ
て
み
る
と
、

間
徴
一
広
、
何
委
不
ν
識
、
以
-
M

一一時緯一一言
ν
之
。
朱
子
の
ν

之
、
可
レ
謂
ニ
粗
ぃ
間
一
一
己
。
故

者
、
邪
統
回
、
旧
所
一
一
学
得
一
朱
子
田
、
問
所
ν
席
、
是
皆
拠
一
一
字
義
可
解
非
也
。

同
一
貫
一
戸
、
湿
侍
也
o

wh述
志
一
五
、
諮
由
引
一
一
家
語
一
両
輩
出
向
始
明
也
。
諸
注
並
不
明
也
。
温
字
徴
得
レ
之
、

若
レ
温
↓
一
熔
故
一
食
↓
左
伝
哀
公
十
二
年
目
、
今
吾
子
日
-
一
必
尋
三
盤
、
若
可
ν

尋
也

亦
可
炉
実
、
也
。

同
群
疑
考
去
、
何
委
云
、
温
尋
也
。
尋
rz

緯
故
者
一
又
知
ド
新
者
、
朱
注
与
z

何
注
一

向
。
仁
斉
依
ニ
朱
注
一
皇
侃
一
声
、
温
、
温
同
時
也
。
茂
卿
徳
夫
皆
用
一
一
祖
熔
之
解
一

朱
子
中
露
註
、
別
州
亦
以
為
一
一
焼
損
之
混
一
朱
子
論
語
註
、
則
其
四
十
八
歳
時
成
。

中
露
話
、
刑
期
六
十
市
成
云
Q

然
知
朱
梅
苓
亦
以
z

祖
母
}
為
ν

優
也
。
以
ド
此
観
レ

之
、
此
官
論
語
之
註
、
朱
晦
議
室
=
老
年
一
一
間
協
z

其
過
非
て
亦
可
ド
多
也
。
槌
故

4

ノ
~
解
、
茂
卿
為
ν

得
議
。

樹
論
語
抄
一
五
和
古
活
字
本
去
、
温
ハ
混
嬉
ス
ル
故
食
也
。
冷
飯
ヲ
ア
グ
グ
ム
ル

ハ
~
始
テ
煮
ル
ヤ
ウ
一
一
ハ
無
イ
ヤ
ス
イ
者
ソ
。
一
義
品
ハ
「
温
故
」
ト
ハ
古
ノ

謹
一
一
一
一
向
乱
。
知
一
新
ハ
今
ノ
人
ノ
一
一
一
一
同
ソ
。
註
、
尋
緯
ト
ハ
、
温
ハ
尋
緯
也
ト
注
ス
。

腔
吉
田
ハ
フ
ル
イ
糸
ノ
キ
レ
サ
ウ
ナ
ト
コ
ラ
カ
、
キ
レ
ソ
ウ
ナ
ソ
ト
尋
一
ア
、
シ
ツ
ト

ツ
ク
ハ
又
新
キ
糸
品
ナ
ル
ソ
、
尋
ア
ツ
ク
共
グ
ツ
ヌ
共
ト
チ
へ
そ
読
ム
ソ
。

右
の
諸
例
の
如
く
、
「
温
は
縛
也
」
の
見
が
、
我
闘
で
も
古
く
よ
り
採
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
却
ち
徴
で
は
、
「
拠
品
字
義
一
解
非
也
」
と
し
て
お
り
、

一
貫
も
温
は
熔
也
と
の
べ
、
述
志
も
、
「
温
字
徴
得
ド
之
、
若
ド
温
=
…
博
故
食
戸
と
い

い
、
ま
た
、
左
伝
の
尋
諜
ま
で
引
き
、
更
に
群
疑
考
で
は
、
詳
細
を
極
め
て
い
る
。

朱
子
が
論
語
の
桂
一
は
、
四
十
八
で
書
い
て
お
り
、
中
庸
一
の
住
は
、
六
十
で
書
き

徳・
川群
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終

え

て

い

る

と

い

う

。

つ

い

て

の

い
る
申
立
つ
朱
子
自
身
も
亦
、
を
以
て
援
れ
り
、
と
訂
正
し
て
い

最
も
有
力
な
証
拠
で
あ
る
。
山
は
、
槌
は
温
z

熔
故
食
一
也
と
解
き
、
冷
飯

を
あ
た
た
め
る
の
は
、
始
め
て
よ
り
や
す
い
も
の
ぞ
、
と
例
解
ま
で
し
て
お

り
、
な
お
混
は
尋
也
の
一
説
と
し
て
、
古
い
糸
の
切
れ
そ
う
な
と
こ
ろ
を
尋
ね

て
、
し
っ
か
と
つ
な
げ
ば
、
ま
た
新
し
い
糸
の
よ
う
に
な
っ
て
、
用
に
た
つ
と
い

う
解
で
、
一
寸
面
白
い
例
で
あ
る
。

さ
て
、
「
協
同
也
」
の
由
来
す
る
と
こ
ろ
は
、
前
述
し
た
如
く
、
後
濃
の
鄭
一
玄

訟
に
始
ま
り
、
間
防
法
こ
れ
を
引
き
、
皐
一
侃
の
義
疏
も
ま
た
こ
れ
を
と
り
、
部
疏
も

そ
の
あ
と
を
つ
い
で
い
る
中

ま
た
、
寸
抑
間
帯
也
い
は
可
何
間
留
の
注
に
始
ま
り
、
朱
子
こ
れ
を
引
い
て
は
い
る

が
、
前
述
の
如
く
、
老
年
に
不
一
っ
て
訂
正
し
て
い
る
q

し
か
し
て
、
中
閣
に
お
い
て
も
、
か
よ
う
r

に
二
派
に
分
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か

ら
、
我
悶
で
も
両
派
に
な
っ
て
い
る
次
第
で
あ
る
。
古
伝
本
論
語
で
は
、
「
温
尋

也
」
の
方
が
非
常
に
多
ト
に
江
戸
時
代
は
、
朱
、
訟
の
盛
行
し
た
た
め
、
「
温
尋
也
」

が
多
く
、
「
抑
制
熔
也
」
は
ー
比
較
的
に
少
い
。
な
お
ま
た
、
現
代
で
も
、
こ
の
両

派
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
、
論
語
以
外
に
、
こ
の
間
説
を
求
め
て
み
る
と
、

ω
続

日

認

に

臼

く

、

下

制

田

、

ん

ハ

ヲ

依
ν

令

、

知

ν
新

と
L

L
、

O
A
 

、
儒
林
之
官
臨
海
開
灘
、

タ
W

ソ

ネ

フ

ル

キ

ア

掘
ν
故
知
ν
新

とゆ)と
ああ
り i司り

つ
い
て
い
な
い
か

「
グ
ヅ
ネ
チ
」
一
で
い
る
。

て
い
る
が
、

以
上
一
一
一
例
は
、

と
あ
ると
o ¥，、

こし、
の、

二二後
例案も
はで、
、も

る。
か
く
て
、
グ
グ
メ
テ
」
の
方
が
よ
い
こ
と
に
な
る
が
、
世
阿
弥
十
六
部
集

に
は
、
や
は
り
田
来
の
習
見
に
よ
っ
て
、
「
グ
ヅ
、
不
一
ア
」
の
読
み
か
た
を
と
り
入

れ
、
芸
道
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
み
か
た
の
実
際
資
料
的
源
流
は
、

ま
ず
現
在
の
と
こ
ろ
で
は
、
正
和
本
へ
ま
で
遡
っ
て
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

更
に
ま
た
、
仏
国
に
古
く
栢
倍
し
た
博
士
家
で
は
、
何
集
解
系
統
の

「
グ
ヅ
、
不
テ
」
て
い
た
の
に
よ
っ
た
ろ
う
か
。

条
に
、

そ
し
て
、

ω
に
、
此
語
は
攻
の
字
と
、
治
の
字
の
論
は
あ
れ
ど
、
の

す
れ
ば
、
の
建
派
あ
り
て
、
仏
老
も
楊
還
も
一
環
あ
れ
ば
、

て
他
を
段
る
と
も
、

と
あ
る
。
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か
ら
ず



て、話

解

に

も

、

こ

と

い

い

、

ち
江
戸
時
代
に
っ
て
、
「
セ
ム
ル
」
の
制
解
が
、

ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
て
、
こ
の
訓
解
は
中
間
関
に

期
し
た
も
の
の
如
〈
、
特
議
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
が
、
さ
て
、

一
処
に
見
出
せ
る
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
に
つ
い
て
考
え
る
に
、
我
閣
官
板
本
の
正
一
半
無
政
本
に
、

「
日
江
川
ρ

」
と
向
読
し
、
ま
た
、
応
永
本
に
も
、
「
引
け
川
ル
」
と
阿
様
に
読
ん

で
い
る
。
郎
ち
我
関
論
語
学
上
「
セ
ム
ル
」
の
訓
一
読
源
流
は
、
実
は
正
平
版
本
時

代
に
、
二
様
の
読
み
と
り
方
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
一
方
が
徳
川
時
代

の
和
漢
文
操
以
下
、
安
井
鶴
・
豊
島
斡
等
に
読
み
続
け
ち
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

。
ぎ
に
ま
た
、
早
期
的
一
m
也
臼
」
の
読
み
方
に
1

和
漢
文
操
で
は
、
「
ナ
一
フ
ク
ノ
ミ
」

と
い
う
古
語
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
や
は
り
正
和
本
に
、
「
子
臼
、

?"μ
ム

ル

チ

ヲ

グ

/

、

、

、

攻
司
二
ザ
異
端
一
斯
警
也
十
日
。
」
と
読
ん
で
お
り
、
一
苅
応
本
・
嘉
暦
本
・
建
武
本
・
宗

重
本
・
応
永
本
・
永
禄
本
e

正
平
版
古
写
本
な
ど
も
同
じ
で
あ
る
。
期
ち
徳
間
時

十一一
7
グ
1
ミ

代
中
期
の
和
漢
文
換
の
寸
饗
也
己
正
の
読
み
と
ら
れ
方
は
、
古
く
錐
倉
末
期
正

和
本
の
読
み
方
ま
官
、
遡
一
る
ζ

と
が
で
き
る
。

~
そ
し
て
、
「
間
道
い
を
「
キ
ク
ナ
ラ
ク
い
と
読
む
の
は
、
現
代
に
も
あ
り
、
そ

の
わ
け
は
、
「
開
ノ
斗
併
に
よ
れ
ば
μ

と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
「
?
?
ブ
ク
ノ
ミ
」
は
、

~
な
る
ば
か
り
だ
、
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
文
法
上
の
問
題
は
、
後
に
ゆ
ず
る
こ

と
と
す
る
む

か
く
て
、
引
説
の
文
の
源
流
に
つ
い
て
は
、
「
攻
を
寅
な
り
」
と
読
ん
で
い
る

の
は
、
安
井
衡
の
築
設
以
下
近
世
徳
川
時
代
で
あ
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
、
正
平

坂
本
。
応
永
本
な
ど
、
同
様
に
読
ん
で
い
る
例
が
あ
る
に
よ
り
、
そ
の
当
時
か

ら
、
こ
の
「
攻
」
の
字
の
読
み
方
に
は
、
問
論
が
あ
っ
た
ら
し
く
考
え
ら
れ
、
そ

の
一
方
の
「
セ
ム
ル
」
の
読
み
方
が
、
伝
わ
っ
て
き
て
、
徳
川
時
代
の
和
漢
文
操

託
、
及
ん
だ
と
推
考
す
る
。

な
お
江
馬
恭
の
訓

同
じ
で
あ
る
む
即

し
た
こ
と
は
、
明

そ
の
源
流
は
、
何

ま
た
、
「
ナ
ラ
ク
ノ
ミ
」
は
べ
中
世
正
和
田
年
以
降

ラ
ク
ノ
ミ
ん
と
読
ん
で
い
る
Q

即
ち
和
漢
文
諌
の
加
く
、

と
ら
れ
た
形
は
、
我
関
中
世
正
和
本
ま
で
諮
る
こ
と
が
で
き
る
。

玉
、
近
松
全
集
巻
十
一
一
・
井
筒
業
平
・
河
内
通
の
条
に
、

支
は
般
の
む
か
し
鮫
は
問
の
む
か
し
、
そ
の
む
か
し
の
礼
に
よ
り
て
、
損
益
す

る
所
一
を
知
ら
ば
、
百
万
代
の
末
か
け
て
、
天
地
と
と
も
に
掠
り
な
く
、
か
は
ら

ぬ
む
か
し
、
久
緊
の
天
津
御
位
五
十
六
代
清
和
の
帝
の
御
兄
閉
山
口
川
悦
高
親
王

述
、
遁
世
の
王
子
、
い
ま
ぞ
か
り
け
る
。
」

と

、

持

山

み

と

っ

て

い

る

。

一

さ
て
、
論
語
本
文
に
お
い
て
は
、
元
来
、
勺
礼
」
の
字
を
上
に
属
す
る
も
の
と
、

夏
の
字
で
絶
っ
て
、
「
札
」
の
字
を
下
に
属
す
る
も
の
と
が
あ
る
。

近
松
の
引
説
の
文
に
お
い
て
は
、
「
そ
の
む
か
し
の
礼
に
よ
り
て
い
と
な
っ
て

い
る
か
ら
ー
前
者
に
属
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
例
は
、
に
多

く
て
、
そ
れ
が
普
通
の
よ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
、
我
国
の
古
い
所
で
は
、

股
間
一
日
於
一
夏
札
一
一

、

は
、
大
抵
「
ナ

に
叫
枕
み
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可可

知lJ知
也也

と
あ
り
、

と
あ
り
、
嘉
暦
本
・

る。

ζ

の
例
は
非
常
に
多
く
、

・
大
永
本
・
永
禄
本
な
ど
で
あ
る
G

は

、

か

ら

朝

川

}
u
y
r「
ノ

は



一
?
均
一
一
品
一
キ
#

間
町
一
於
段
一
一
孔
~
?
損
益
一
明
可
一
-
知
也
。

と
い
っ
て
、
夏
で
絶
ち
、
「
社
十
一
の
字
を
下
に
隠
す
る
も
の
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
東
条
弘
の
知
一
寄
に
は
、
つ
ぎ
の
荏
が
つ
い
て
い
る
。

東
源
問
、
拠
品
馬
説
明
則
当
γ
於
品
哀
れ
字
下
-
絶
ま
ト
句
。
馬
氏
蓋
以
}
{
礼
字
一
一
嬬
ν

下

ま
た
、
漢
書
杜
欽
伝
に
は
、

股
間
一
~
於
友
一
向
レ
質
ω

開
国

文
則
属
ν

ト一為ド諮問。

と
い
っ
て
お
り
、
漢
書
輩
一
件
m

有
支

mp一
於
虞
之
交
↓

と
あ
り
、
史
記
集
解
引
『
一
楽
一
記
鄭
注
日
に
は
、

般
国
一
日
於
夏
一
周
国
町
内
於
段
↓
与
『
一
社
説
日
間
郎
知
γ
今
人
以
主
化
学
一
断
レ
何
者
誤
ム

也。

と
い
う
ο

な
お
、
請
の
劉
宝
橋
の
正
義
に
も
、

段
悶
於
笈
礼
所
損
話
可
知
也

周
悶
於
殿
札
所
損
設
可
知
也

と
解
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
根
本
通
明
博
士
の
論
語
講
義
に
も
、
こ
の
漢
代
の

読
み
方
を
と
っ
て
、

敗
因
一
~
於
夏
一
礼
所
目
~
損
益
『
可
レ
知
也
。

潤
関
市
一
於
般
一
札
所
一
一
損
設
工
川
J

知
也
。

と
い
う
。
こ
れ
ら
五
弁
・
知
言
以
下
根
本
博
士
の
説
は
、
社
欽
伝
や
史
記
集
解
・

劉
宝
棉
の
説
に
基
づ
い
て
、
「
夏
」
で
絶
句
す
る
も
の
で
、
一
理
は
あ
る
が
、
そ
れ

よ
り
以
前
の
古
写
本
、
即
ち
我
閤
鎌
倉
末
の
正
和
本
に
、
夙
に
「
夏
礼
」
と
つ
ず

く
例
が
、
歴
然
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
近
松
の
作
品
に
も
、
こ
の
古
い
形
で
読

み
と
ら
れ
て
い
る
。
故
に
一
応
正
和
本
迄
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
参
考
ま
で
に
、
朱
注
に
つ
い
て
一
と
、
わ
が
閣
に
倍
来
さ
れ
た

四

番

朱

注

に

は

、

桂

庵

・

文

之

・

の

諸

点

が

存

す

る

が

、

日

下

一
向
?
文
。
漢
需
費
以
一
戸
礼
字
日
属
ν

下
。
然
本

』土

見
得
ら
れ
る
も
の
は
、
寛
永
一
一
年
販
の
文
之
点
と
、
寛
文
四
年
版
の
道
春
点
な
ど

で
あ
る
。

し
か
し
、
何
れ
も
、
我
先
儒
に
よ
っ
て
、
付
点
さ
れ
て
い
る
も
の
ば
か
り
で
あ

り
冶
皆
前
述
の
吉
写
本
の
如
く
、
「
礼
」
の
字
を
上
に
属
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

間
み
に
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
、
一
見
販
の
朱
注
論
語
が
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
や

は
り
、子日
、

般
国
於
夏
礼
。
所
損
益
可
知
也
。

期
間
於
殿
札
。
所
損
益
可
知
也
。

と
な
っ
て
お
り
、
朱
子
も
ま
た
、
「
礼
」
の
字
を
上
に
窮
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
、

と
推
考
さ
れ
る
。

つ
ぎ
に
、
根
本
博
士
の
論
語
講
義
七
十
二
買
に
、
此
の
処
は
般
国
一
{
於
夏
'
礼
て
と

一
言
っ
て
は
い
か
ぬ
。
朱
子
も
古
注
も
さ
う
読
ん
だ
も
の
は
な
レ
。
林
羅
山
の
時

か
ら
点
を
附
け
違
っ
た
も
の
で
あ
る
。
朱
子
の
注
は
明
か
に
「
般
国
一
一
於
夏
一

札
所
一
日
損
益
一
ご
と
な
っ
て
居
る
。
礼
は
其
の
時
代
時
代
に
よ
り
て
変
る
も
、
た

だ
道
徳
仁
義
の
五
倫
を
以
て
治
む
る
所
に
歪
り
で
は
、
千
万
年
の
後
に
至
る
ま

で
も
判
っ
て
居
る
。

と
あ
る
。
こ
の
根
本
博
士
の
論
は
、
我
国
古
写
本
と
一
元
版
朱
注
論
語
本
と
の
上
か

ら
視
る
と
、
あ
た
っ
て
い
な
い
口

査
し
可
近
松
が
ー
「
夏
は
殺
の
む
か
し
、
般
は
周
の
む
か
し
ー
て
と
い
っ
て
い
る

の
は
、
ま
こ
と
に
う
ま
く
い
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
近
松
の
読
み
と
り
方
は
、

誠
一
読
や
意
訳
な
ど
を
、
頗
る
巧
妙
に
用
い
た
も
の
で
あ
る
。

問
、
沙
石
集
巻
第
九
の
条
に
、

朝
に
道
を
開
て
タ
に
死
す
る
は
可
な
り
。

え
ル
ハ
ナ
ヲ

と
あ
る
。
引
説
の
文
に
お
け
る
、
「
開
道
」
と
「
タ
死
可
突
」
に
つ
い
て
究
明

し
よ
う
ο

ま
ず
、
「
聞
道
」
に
つ
い
て
は
、
正
和
本
・
嘉
暦
本
に
は
、
「
子
日
、
朝
関
ν

道

シマハ

タ
死
一
町
突
。
」
と
あ
る
。
即
ち
正
和
本
・
嘉
暦
本
と
も
に
、
「
間
道
」
に
つ
い
て
は
、
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測
り
か
ね
る
が
、
「
死
可
突
」
と
言
い
切
っ
て
お
り
、
独
得
の
形
を
示
し
て
い
る
c

古
来
か
ら
、
「
問
問
道
」
の
読
み
方
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
一
一
一
種
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
建
武
本
は
連
用
形
に
読
ん
で
お
り
、
根
本
伯
陽
義
疏
本
は
未
然
形

に
、
会
議
で
は
、
日
然
形
に
読
ん
で
い
る
。

mw
ち

ω
未
然
形
に
は
、

ユ

カ

パ

ア

ル

ヨ

ト

ヲ

目

白

斥

ヂ

ザ

子
回
、
朝
間
道
ヘ
タ
死
可
突
。

と
い
う
の
が
、
根
本
伯
陽
義
疏
本
で
あ
り
、

仰
連
用
形
に
は
、

キ
イ
テ
Y

ハ

ヲ

エ

ナ

リ

子
日
、
朝
間
レ
送
、
タ
死
可
突
Q

で
あ
り
、
建
武
本
・
応
永
本
・
大
永
本
・
永
様
本
・
文
明
本
・
室
町
古
写
本
・
正

平
坂
本
・
沙
石
集
な
ど
で
あ
り
、

例
日
然
形
に
は
、

子
回
、
朝
間
レ
道
、
タ
死
可
也
。

と
い
っ
て
お
り
、
会
饗
が
あ
る
。

蓋
し
、
連
用
形
が
最
も
多
く
、
未
然
形
と
己
然
形
と
は
、
甚
だ
少
い
。

つ
ぎ
に
、
「
死
す
と
も
可
な
り
ょ
に
つ
い
て
は
、
全
部
が
殆
ん
ど
同
じ
で
あ
る

。

が
、
唯
一
つ
沙
沼
集
の
み
が
、
死
す
る
は
可
な
り
。
」
と
読
ん
で
い
る
中
こ
の
外

ヌ
「
死
」
と
、
言
い
切
っ
て
い
る
の
は
、
前
述
の
正
和
・
嘉
震
の
一
向
本
の
み
で
あ
る
。

こ
の
沙
石
集
は
、
仏
教
説
話
の
文
学
作
品
で
あ
り
、
中
世
の
僧
無
伎
の
著
作
さ

れ
た
も
の
に
し
て
、
そ
の
当
時
は
、
非
常
に
よ
く
読
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
凸
そ
の

作
品
中
に
、
「
問
問
道
」
に
つ
い
て
連
用
形
を
用
い
、
「
死
す
る
は
」
と
レ
っ
て
、
主

格
に
読
み
と
っ
た
点
は
、
文
法
上
か
ら
み
て
、
蓋
し
、
無
住
の
卓
見
か
と
岡
山
わ
れ

る
。
そ
し
て
、
「
死
す
る
は
」
と
、
読
ん
だ
形
は
、
恐
ら
く
正
和
ニ
卦
暦
河
本
の

ヌ
「
死
一
可
怠
〈
」
、
に
淵
、
源
し
て
は
い
ま
い
か
と
考
え
る
。

五
、
風
俗
文
選
・
射
御
弁
・
許
ム
ハ
の
条
に
、

鳴
呼
千
行
万
行
の
一
棋
を
お
と
し
、
一
ニ
忠
一
一
一
一
一
回
の
辞
を
残
す
。

b
r
ピ
-
一
T

と
あ
る
。
さ
て
、
論
語
本
文
に
お
い
て
は
、
「
一
一
一
一
忠
」
と
「
一
一
一
思
と
熟
し
た
読
み

と
の
二
通
り
が
存
す
る
。
今
前
者
に
属
す
る
も
の
と
、
後
者
に
属
す
る
も
の
と

に
つ
い
て
、
一
各
一
例
を
示
す
と
、

ω
「
一
}
一
思
」
に
つ
い
て
は
、

古
い
と
こ
ろ
で
は
、
正
和
本
・
元
応
本
・
嘉
暦
本
・
建
武
本
・
宗
重
本
・
応
永

本
・
永
正
本
・
大
永
本
・
永
禄
本
・
文
明
一
本
・
正
平
坂
本
・
十
日
義
・
標
記
・
根

本
義
疏
本
・
国
学
弁
・
逢
一
原
・
説
話
解
・
掠
解
・
緯
解
な
ど
が
あ
る
Q

凶
「
一
一
一
思
」
に
つ
い
て
は
、

徳
川
時
代
の
古
文
正
訓
・
一
貫
・
語
出
・
互
弁
・
欄
外
書
・
知
一
一
声
・
集
説
・
述

志
・
新
注
・
群
疑
考
・
読
論
語
な
ど
が
あ
る
。

以
上
の
実
例
に
よ
っ
て
、
明
ら
か
な
如
く
、
古
写
本
・
正
平
板
系
統
の
古
い
方

で
は
、
「
一
一
一
一
思
」
と
読
ん
で
お
り
、
徳
川
時
代
朱
子
学
が
旺
盛
に
な
っ
て
く
る
と
、

タ

ピ

デ

「
一
一
一
思
」
と
熱
し
た
読
み
方
が
、
あ
ら
わ
れ
て
く
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
三
忠
一
」
と

読
ん
で
も
、

J
E
r
と
読
ん
で
も
、
意
味
の
上
で
は
、
加
に
変
り
は
な
い
心

こ
の
引
説
の
文
で
は
「
「
一
一
荷
台
と
熟
し
て
読
ん
で
い
る
か
ら
、
そ
の
影
響
は

朱
注
本
で
あ
り
、
徳
川
時
代
の
、
古
文
正
訓
・
一
貫
・
語
由
・
群
疑
考
・
互
弁
な

ど
、
「
一
一
一
思
」
と
読
ん
で
い
る
こ
と
は
、
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
風
俗
文
選
一
は
、

報
川
時
代
の
作
品
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
時
代
に
お
け
る
朱
、
庄
の
読
み
方
に
、
従
っ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

( 27 ) 

以
上
、
紙
面
の
都
合
で
五
例
を
あ
げ
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
間
様
に
系
統
を
考
察

し
た
他
の
十
八
例
を
加
え
れ
ば
、
そ
の
結
び
の
一
言
葉
も
生
ず
る
の
で
あ
る
こ

れ
は
、
他
の
機
会
に
ゆ
ず
る
こ
と
に
す
る
。
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